
群馬県立文書館（インターネット講座第 6弾） 

【
18

】
〔
飛
鳥
井
雅
庸
書
状
〕
・
年
未
詳 

（
八
木
健
次
家
文
書 

Ｐ
〇
九
七
〇
二 

№
一
五
九
二
ー
四
） 

     

《
釈 

文
》 

 

蹴
鞠
為
二

門
弟
一

糸
紐
之
事
、 

懇
望
候
、
雖
レ

有
二

子
細
之
儀
一 

、
免
レ

之
候
、 

御
受
用
珍
重
也
、
謹
言
、 

  
 

二
月
十
八
日 

 
 

 

雅
庸 

  
 

 

八
木
隼
人
正
殿 

  

《
読
み
下
し
文
》 

 

蹴
鞠
（
け
ま
り
）
の
門
弟
と
し
て
糸
紐
の
事
、 

懇
望
（
こ
ん
も
う
）
し
候
、
子
細
の
儀
有
る
と
雖
（
い
え
ど
）
も
、 

こ
れ
を
免
じ
候
、 

御
受
用
（
ご
じ
ゅ
よ
う
）
珍
重
な
り
、
謹
言
、 

  
 

二
月
十
八
日 

 
 

 

雅
庸 

  
 

 

八
木
隼
人
正
殿 

 



群馬県立文書館（インターネット講座第 6弾） 

《
用 

語
》 

【
雅
庸
】
飛
鳥
井
雅
庸
（
あ
す
か
い
ま
さ
つ
ね
、
一
五
六
九
～
一
六
一
六
年
）
。
織
豊
・

江
戸
時
代
前
期
の
公
卿(

く
ぎ
ょ
う)

、
歌
人
。
飛
鳥
井
雅
賢
・
雅
章
の
父
。
和
歌
と

蹴
鞠(
け
ま
り)

の
家
職
を
つ
ぐ
。
後
水
尾(

ご
み
ず
の
お)

天
皇
、
徳
川
秀
忠
、
細
川

忠
興(

た
だ
お
き)

ら
に
蹴
鞠
を
お
し
え
る
。
書
に
も
す
ぐ
れ
た
。
従
二
位
、
権(

ご

ん
の)

大
納
言
。
元
和(

げ
ん
な)

元
年
一
二
月
日
死
去
。
四
七
歳
。
初
名
は
雅
継
・

雅
枝
。
名
は
「
ま
さ
も
ち
」
と
も
よ
む
。
家
集
に
「
入
道
大
納
言
雅
庸
卿
百
首
」
、

日
記
に
「
雅
継
卿
記
」
。 

【
八
木
隼
人
正
】
八
木
隼
人
正
（
や
ぎ
は
や
と
の
し
ょ
う
）
定
長
。
前
橋
藩
士
八
木
家
の

祖
。
本
願
寺
家
臣
。
寛
永
一
六
年(
一
六
三
九)

没
。 

【
蹴
鞠
為
門
弟
糸
紐
之
事
、
懇
望
候
】
蹴
鞠
の
門
弟
と
し
て
（
隼
人
正
が
）
糸
紐
の
着
用

を
望
ん
で
き
た
。 

【
蹴
鞠
（
け
ま
り
・
し
ゅ
う
き
く
）
】
古
代
以
来
、
主
に
朝
廷
、
公
家
の
間
で
行
な
わ
れ

た
遊
戯
。
通
常
八
人
が
革
の
沓
（
く
つ
）
を
は
い
て
、
鹿
革
の
ま
り
を
足
の
甲
で
け

り
上
げ
、
地
に
落
と
さ
な
い
よ
う
に
受
け
渡
し
す
る
。
蹴
る
回
数
の
多
少
を
競
う
と

と
も
に
、
ま
り
の
軌
跡
や
蹴
手
の
姿
勢
の
優
美
を
も
競
っ
た
。
普
通
、
鞠
壺
（
き
く

つ
ぼ
）
、
ま
た
は
懸
（
か
か
り
）
と
称
す
る
七
間
半
（
約
一
四
メ
ー
ト
ル
）
四
方
の

東
北
の
隅
に
桜
、
東
南
に
柳
、
西
南
に
楓
（
か
え
で
）
、
西
北
に
松
を
植
え
た
庭
で

行
な
わ
れ
た
。
鎌
倉
時
代
、
後
鳥
羽
院
の
頃
に
体
系
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
難
波

流
、
飛
鳥
井
流
な
ど
の
流
派
が
あ
っ
た
が
、
雅
経
を
始
祖
と
す
る
飛
鳥
井
家
が
室
町

以
後
江
戸
時
代
を
通
じ
て
主
流
と
な
っ
て
、
将
軍
家
御
師
範
家
と
し
て
栄
え
た
。 

【
糸
紐
（
い
と
ひ
も
）
】
蹴
鞠
の
際
の
上
半
身
の
装
束
。 

【
懇
望
（
こ
ん
も
う
）
】
切
に
希
望
す
る
こ
と
。
ひ
た
す
ら
願
い
望
む
こ
と
。
切
望
。
懇

願
。
懇
請
。
こ
ん
ぼ
う
。 

【
雖
有
子
細
之
儀
、
免
之
候
】
事
情
は
あ
る
が
、
着
用
を
免
許
す
る
。
子
細
（
し
さ
い
）

①
こ
ま
か
な
こ
と
。
く
わ
し
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
②
く
わ
し
い
事
情
。
事

の
い
わ
れ
。
理
由
。
③
あ
れ
こ
れ
と
異
議
を
言
い
た
て
る
程
の
さ
し
つ
か
え
と
な
る

事
柄
。
面
倒
な
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
異
論
。
異
議
。
④
表
面
に
出
し
て
い
う

こ
と
が
で
き
な
い
事
情
。
あ
る
事
情
、
な
に
か
の
わ
け
。 

【
御
受
用
珍
重
也
、
謹
言
】
御
受
用
は
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
謹
言
。 

【
受
用
（
じ
ゅ
よ
う
）
】
①
受
け
入
れ
て
用
い
る
こ
と
。
②
味
わ
い
楽
し
む
こ
と
。
特
に

芸
術
作
品
な
ど
を
鑑
賞
、
享
受
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
楽
し
み
。 

 

《
解 

説
》 

こ
の
文
書
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
か
ら
、
飛
鳥
井
雅
庸
が
亡
く
な
っ
た
元
和

元
年
（
一
六
一
五
）
ま
で
の
一
五
年
の
間
に
発
給
さ
れ
た
文
書
と
見
ら
れ
て
い
る
。
内
容

と
し
て
は
、
飛
鳥
井
雅
庸
か
ら
八
木
隼
人
正
に
対
し
て
、
蹴
鞠
の
門
弟
と
し
て
糸
紐
（
上

半
身
の
装
束
）
の
こ
と
に
つ
い
て
ひ
た
す
ら
願
い
望
む
の
で
、
事
情
は
あ
る
が
着
用
を
免

許
す
る
こ
と
を
伝
え
た
文
書
で
あ
る
。 

八
木
隼
人
正
定
長
は
、
本
願
寺
第
一
二
代
門
主
准
如
の
時
代
に
本
願
寺
家
臣
と
し
て
活

動
し
て
お
り
、
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
五
）
時
点
で
も
本
願
寺
家
臣
と
し
て
確
認
で
き
、

寛
永
一
六
年
に
亡
く
な
る
ま
で
本
願
寺
に
仕
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
（
青
木
裕

美
「
八
木
家
文
書
と
そ
の
伝
来
」
『
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
第
三
九
号
、
二
〇
一

八
年
）
。
こ
の
史
料
か
ら
、
彼
は
飛
鳥
井
雅
庸
の
蹴
鞠
の
弟
子
と
な
っ
て
お
り
、
糸
紐
の

着
用
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
「
八
木
家
文
書
」
に
は
他
に
も
八
木
清
右
衛

門
宛
に
蹴
鞠
に
関
す
る
飛
鳥
井
雅
庸
の
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
文
書
が
伝
来
し
た
八
木
家
は
江
戸
時
代
に
前
橋
藩
士
だ
っ
た
家
で
あ
り
、
一
七
〇

〇
余
点
の
文
書
群
か
ら
な
る
八
木
家
文
書
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
当
館
に
寄
贈

さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
戦
国
期
か
ら
近
世
初
期
の
文
書
が
一
〇
点
含
ま
れ
、
本
願
寺
関
係

の
文
書
が
多
数
を
占
め
て
い
る
が
、
八
木
家
の
家
祖
隼
人
正
が
本
願
寺
に
仕
え
て
い
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
八
木
隼
人
正
は
播
磨
国
（
兵
庫
県
）
を
出
自
と
し

て
、
以
前
は
讃
岐
国
高
松
一
七
万
石
の
大
名
生
駒
氏
家
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
。
隼
人
正
に

は
実
子
が
な
く
、
横
田
内
膳
の
九
男
が
養
子
と
な
り
権
左
衛
門
と
名
の
り
、
延
宝
七
年

（
一
六
七
九
）
姫
路
藩
主
松
平
直
矩
に
仕
官
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
松
平
家
と
と
も
に

奥
州
白
河
な
ど
を
経
て
前
橋
に
移
っ
た
。 

   


